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謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

大

　矢

　い
さ
子
さ
ん
（
下
池
原
）

二
月
十
三
日

逝
去

　

　享
年
九
十
二
才

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

シ
ル
バ
ー
募
金
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方

大
和
郡
山
市
（
１
月
22
日
）

野

　口

　博

　央

　さ
ん

下
桑
原
（
１
月
24
日
）

瀧
巖
寺
梅
花
講

　さ
ん

下
池
原
（
１
月
27
日
）

井

　谷

　伸

　一

　さ
ん

下
池
原
（
２
月
10
日
）

普
門
寺
梅
花
講

　さ
ん

寺
垣
内
（
１
月
22
日
）

正
法
寺
梅
花
講

　さ
ん

お
詫
び
と
訂
正

　２
月
号
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
、「
シ
ル
バ
ー
募
金
に
ご

協
力
い
た
だ
い
た
方
」
内
に
記
載
の
氏
名
に
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
の
で
、
訂
正
し
て
お
詫
び
致
し
ま
す
。

【
誤
】
木
谷

　ス
マ
子

　さ
ん

【
正
】
木
谷

　マ
ス
子

　さ
ん



　２
月
６
日
（
木
）、
７
日
（
金
）
に
、

奈
良
県
議
会
議
員
南
部
振
興
議
員
連
盟

（
川
口
会
長
）
の
県
議
会
議
員
の
方
々

が
来
村
さ
れ
、
６
日
（
木
）
に
は
、
池

原
公
民
館
に
お
い
て
「
下
北
山
村
の
振

興
を
推
進
す
る
住
民
の
集
い
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
住
民
の
集
い
で
は
、
奈
良

県
村
井
副
知
事
を
始
め
、
奈
良
県
吉
田

教
育
長
、
各
部
署
の
幹
部
職
員
も
同
席

し
、
村
民
の
み
な
さ
ん
に
「
南
部
･
東

部
の
地
域
振
興
に
か
か
る
施
策
」や「
下

北
山
村
へ
の
支
援
事
業
」
な
ど
が
説
明

さ
れ
ま
し
た
。

　
　

　参
加
さ
れ
た
村
民
の
方
か
ら
は
、「
診

療
所
医
師
の
派
遣
継
続
」
や
「
道
路
改

良
」、「
学
校
設
備
の
財
政
的
支
援
」
な

ど
に
つ
い
て
の
質
問
が
さ
れ
て
お
り
ま

し
た
。

　そ
の
後
、
会
場
を
ス
ポ
ー
ツ
公
園
に

移
し
、
加
盟
首
長
と
共
に
「
南
部
・
東

部
地
域
の
振
興
を
推
進
す
る
集
い
」
が

行
わ
れ
、
本
村
の
協
力
隊
員
や
移
住
者

の
活
動
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　翌
日
は
、Ｂ
Ｉ
Ｙ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
・
林
産
加

工
所
を
見
学
し
、
下
北
山
村
の
様
々
な

取
組
を
広
く
知
っ
て
頂
く
機
会
と
な
り

ま
し
た
。

　今年度、本村は総務省「関係人口創出・拡大事業」のモデル団体に選ばれており、２月６日（木）

～ 13日（木）の間、都市部の大学生が来村し、空き家の改修に取組み

ました。その材料（主に壁板）は、自伐型林業に取組む地域おこし協

力隊のメンバーが伐倒、搬出した原木で、下北山製材所にて加工され

たものです。こうした村産材を使うことが、山から空き家への循環に

なり、学生が村への愛着をより一層高めることに繋がります。

　参加した学生からは、「村と今後も関わりたい」、「村でもっと学びた

い」、「都会では過ご

すことが出来ない貴

重な経験ができてい

る」などの声があり

ました。今後も、村

と都市部の大学生が

連携して、地域活性

化に取組んで参りま

す。

　２
月
６
日
（
木
）、
７
日
（
金
）
に
、

奈
良
県
議
会
議
員
南
部
振
興
議
員
連
盟

奈
良
県
議
会
議
員
　

南
部
振
興
議
員
連
盟
来
村

「関係人口創出・拡大事業」
森で育む　学生拠点創造プロジェクトを
実施しました！

「
大
立
山
ま
つ
り
2
0
2
0
〜
奈
良

ち
と
せ
祝
ぐ
寿
ぐ
ま
つ
り
〜
」
に
参

加
し
ま
し
た
！

1
月
25
日
（
土
）、
26
日
（
日
）

の
2
日
間
、
に
奈
良
市
平
城
宮
跡
朱

雀
門
ひ
ろ
ば
に
て
開
催
さ
れ
た
「
大

立
山
ま
つ
り
2
0
2
0
～
奈
良
ち
と

せ
祝
ぐ
寿
ぐ
ま
つ
り
～
」
に
下
北
山

村
も
出
店
し
ま
し
た
。

　今
年
は
平
城
宮
跡
マ
ラ
ソ
ン
と
新

し
い
イ
ベ
ン
ト
も
加
わ
り
、
奈
良
県

下
各
市
町
村
も
参
加
し
、
2
日
間
と

も
会
場
は
大
い
に
賑
わ
い
を
見
せ
て

い
ま
し
た
。

　下
北
山
村
ブ
ー
ス
で
は
き
な
り
館

料
理
長
と
一
緒
に
村
内
の
鹿
肉
を
使

用
し
た
ジ
ビ
エ
コ
ロ
ッ
ケ
の
販
売
と

本
村
の
特
産
品
の
物
販
を
行
い
、
両

日
と
も
完
売
す
る
ほ
ど
盛
況
で
し

た
！　中

に
は
、
訪
日
観
光
客
の
方
々
も

多
く
訪
れ
て
お
り
、
ジ
ビ
エ
コ
ロ
ッ

ケ
に
舌
鼓
を
打
っ
て
い
ま
し
た
。

「
大
立
山
ま
つ
り

ち
と
せ
祝
ぐ
寿
ぐ
ま
つ
り
〜
」
に
参

加
し
ま
し
た
！

の雀
門
ひ
ろ
ば
に
て
開
催
さ
れ
た
「
大

立
山
ま
つ
り

せ
祝
ぐ
寿
ぐ
ま
つ
り
～
」
に
下
北
山

村
も
出
店
し
ま
し
た
。

　今
年
は
平
城
宮
跡
マ
ラ
ソ
ン
と
新

し
い
イ
ベ
ン
ト
も
加
わ
り
、
奈
良
県

下
各
市
町
村
も
参
加
し
、

も
会
場
は
大
い
に
賑
わ
い
を
見
せ
て

い
ま
し
た
。

　下
北
山
村
ブ
ー
ス
で
は
き
な
り
館

料
理
長
と
一
緒
に
村
内
の
鹿
肉
を
使

用
し
た
ジ
ビ
エ
コ
ロ
ッ
ケ
の
販
売
と

本
村
の
特
産
品
の
物
販
を
行
い
、
両

日
と
も
完
売
す
る
ほ
ど
盛
況
で
し

た
！　中

に
は
、
訪
日
観
光
客
の
方
々
も

多
く
訪
れ
て
お
り
、
ジ
ビ
エ
コ
ロ
ッ

ケ
に
舌
鼓
を
打
っ
て
い
ま
し
た
。

下北山村くじ付き　きなりの郷プレミアム商品券

当選番号発表!!
交換期間を2020年３月31日（火）まで延長していますので、交換がお済でない

方は当選している抽選券をご持参の上、役場にお越しください。

特賞
Dysonスティック掃除機（１名様）

１２９２番

Ａ賞
きなりの湯温泉券１０枚綴り（４名様）

００５７番　０３６４番　０６３１番　０８８２番

Ｂ賞
下北山村のお米２kg（５名様）

０２３２番　０８０２番　１０３７番　１１００番　１２９４番

Ｃ賞
きなり館お食事券１,０００円分（１０名様）

０１６９番　０５８４番　０７１２番　０７５７番　０８３０番　０８４８番

０８８４番　１１１０番　１２２５番　１２５３番

Ｄ賞
燃えるゴミ専用袋（大）１０枚入り（３０名様）

００１１番　００２０番　００２４番　００３０番　００９６番　０１６０番

０２０５番　０２１６番　０２１７番　０２６０番　０２７７番　０３１２番

０３４０番　０４１４番　０６３４番　０６３７番　０６９４番　０７１６番

０８２６番　０９４４番　０９５０番　１００６番　１０２６番　１０３５番

１１３０番　１１８２番　１１８６番　１１９８番　１２１１番　１２５２番

問い合わせ先：地域創生推進室　☎６－０００１
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きなりの湯温泉券１０枚綴り（４名様）

００５７番　０３６４番　０６３１番　０８８２番

Ｂ賞
下北山村のお米２kg（５名様）

０２３２番　０８０２番　１０３７番　１１００番　１２９４番

Ｃ賞
きなり館お食事券１,０００円分（１０名様）
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００１１番　００２０番　００２４番　００３０番　００９６番　０１６０番

０２０５番　０２１６番　０２１７番　０２６０番　０２７７番　０３１２番

０３４０番　０４１４番　０６３４番　０６３７番　０６９４番　０７１６番

０８２６番　０９４４番　０９５０番　１００６番　１０２６番　１０３５番
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　「
あ
な
た
の
町
の
募
金
は
、
あ
な

た
の
町
の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
10
月
１
日
か

ら
12
月
31
日
ま
で
全
国
一
斉
に
実
施

さ
れ
て
い
る
赤
い
羽
根
共
同
募
金
に

ご
協
力
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
集
ま
っ
た
募
金
は
、
奈
良
県
共
同

募
金
会
を
通
し
、
地
域
福
祉
の
向
上

を
目
的
と
し
て
地
域
に
配
分
さ
れ
ま

す
。

　
下
北
山
村
社
会
福
祉
協
議
会
で
は

村
内
の
生
活
困
窮
世
帯
へ
の
慰
問
金

や
、
い
こ
い
の
郷
夏
祭
り
イ
ベ
ン
ト
・

環
境
美
化
事
業
・
防
犯
啓
発
活
動
等

へ
の
支
援
金
と
し
て
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

令
和
元
年
度
赤
い
羽
根
共
同
募
金
額

個
別
募
金
　
　
　
　
　
４
０
１
件

総
　
　
額
　
１
３
７
，
４
３
２
円

　
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　
　
　
下
北
山
村
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
下
北
山
村
共
同
募
金
会

　
令
和
２
年
２
月
１
日
よ
り
ガ
ソ
リ

ン
の
容
器
へ
の
詰
め
替
え
販
売
を
行

う
際
に
、
顧
客
の
本
人
確
認
、
使
用

目
的
の
確
認
及
び
販
売
記
録
の
作
成

を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

【
購
入
時
及
び
取
り
扱
い
の
注
意
事
項
】

①
身
分
証
の
提
示
を
求
め
ら
れ
ま
す

②
使
用
目
的
を
尋
ね
ら
れ
ま
す

③
ガ
ソ
リ
ン
は
、
灯
油
用
ポ
リ
容
器

に
入
れ
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん

④
セ
ル
フ
ス
タ
ン
ド
等
に
お
い
て
も

ガ
ソ
リ
ン
の
詰
め
替
え
、
販
売
は

従
業
員
が
行
い
ま
す

　
ガ
ソ
リ
ン
は
揮
発
性
が
極
め
て
高

く
、
一
度
燃
え
る
と
爆
発
的
な
ス

ピ
ー
ド
で
広
が
る
非
常
に
危
険
な
も

の
で
す
。
今
後
と
も
ガ
ソ
リ
ン
の
取

り
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
て
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

吉
野
消
防
署
　
予
防
課

０
７
４
６
（
３
２
）
１
０
１
１

令
和
元
年
度

赤
い
羽
根
共
同
募
金
へ
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

ガ
ソ
リ
ン
を
携
行
缶
で

購
入
さ
れ
る
際
の

注
意
事
項
に
つ
い
て

◇国民年金加入の届出が必要です

　日本に住む20歳から60歳未満の方は、国民年金へ

の加入が法律で義務付けられています。会社を退職

される（された）ときは、厚生年金保険から国民年

金への変更の届出が必要です。

※勤務先を退職される（された）方に扶養されて

いた配偶者も、国民年金への変更の手続きが必要で

す。

※退職して会社員・公務員など厚生年金保険の被

保険者である配偶者に扶養される方は、配偶者の勤

務先への届出が必要です。

〇手続きに必要なもの

•印鑑

•年金手帳など基礎年金番号が分かる書類。もしく

は、マイナンバーカード（通知カードをご持参さ

れる場合は、合わせて本人確認書類が必要となり

ます。）

◇国民年金保険料の免除制度があります

　保険料を納めることが困難な場合、ご本人からの

申請によって保険料の全額または一部（４分の１、

半額、４分の３）が免除になる制度があります。

〇申請に必要なもの

・年金手帳など基礎年金番号が分かる書類。もし

くは、マイナンバーカード（通知カードをご持

参される場合は合わせて本人確認書類が必要と

なります。）

・雇用保険受給資格者証の写しや雇用保険被保険

者資格喪失確認通知書など、失業していること

を確認できる公的機関の証明の写し

・印鑑

　申請が遅れても最大２年１ヶ月前までの免除申請

をすることができます。ただし、申請が遅れると万

一の際に障害年金などを受け取れない場合や、退職

時の免除審査の特例が受けられない場合がありま

す。申請書は速やかに提出してください。

お問合せ

大和高田年金事務所　☎0745-22-3531

　　　　役場住民課　☎6-0001

～ 会社を退職される（された）方へ ～
国民年金への変更手続きが必要となります！

今月号の協力隊のつぶやきは
小野正晴と晴美が担当します。協力隊のつぶやき協力隊のつぶやき その81

小野：こんにちは、小野正晴＆晴美です。3月末で私た
ちの3年間の協力隊任期が終了します。瞬く間に過ぎて
いく日々でしたが、村民の皆様には色々なことを教え
ていただき、いつも支えてくだったおかげで、私たち
は下北山村の暮らしが大好きになりました。今後は、
現在営業中の寺垣内での宿に加え、鋭意建設中の薪カ
フェ営業を軸に、引き続き村で暮らしていきたいと思っ
ています。春のオープンを目指していた薪カフェは3月
末での完全完成は難しそうですが、何とか形になるよ
うに現在必死で頑張っています。
　3年間この村に身を置いてみて、村の「きなりの暮ら
し」に宿る逞しさや慎ましさ、地域の人々や自然との
繋がりは、いつの時代でも変わらない、揺るがない強
さであると実感しました。気候変動により頻発する自然災害や、不安定な社会情勢が深刻化する現代に
おいて、今後ますます「きなりの暮らし」の本質が見直されてくると思います。協力隊での活動をはじめ、
様々な経験をさせていただく中で、「自分たちの手を動かして生きる」という力が少しずつついてきた
おかげで、私たちには様々な未来が見えてきました。これからは、「きなりの暮らし」を引き継ぎつつ、
自分たちが目指す、人と自然に優しい暮らし方・働き方を宿や薪カフェの場でさらに具現化し、自分た
ちがこの村で活き活きと幸せに暮らすことを通して、村の魅力や可能性を表現・発信していけたらと思っ
ています。　　　
　という訳で、4月以降も私たちの村での暮らしは続きます。薪カフェがオープンした暁には、ぜひお
越しいただけたら嬉しいです。協力隊としての3年間、お世話になり本当にありがとうございました。
今後とも、どうぞよろしくお願いいたします。

　はじめまして。大阪府豊中市から地域おこし協力隊員として来ました、

岡と申します。私はいくつかの村を訪れた末に下北山村に移住する事を直

感で選びました。「川や山に囲まれた、美しいこの村で生活してみたい」

というこの直感こそが、今は最高の決断だったと思っています。

　趣味はカレー作りです。大阪でも短期間でしたが、カレー屋をやってい

ました。今後は村で収穫出来る野菜を使って、色んなカレーを皆さんに食

べて貰いたいと思っています。

　これから3年間、どうぞ宜しくお願い致します。

新協力隊員紹介　岡　弘明 隊員
おか ひろ あき
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　「
あ
な
た
の
町
の
募
金
は
、
あ
な

た
の
町
の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
10
月
１
日
か

ら
12
月
31
日
ま
で
全
国
一
斉
に
実
施

さ
れ
て
い
る
赤
い
羽
根
共
同
募
金
に

ご
協
力
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
集
ま
っ
た
募
金
は
、
奈
良
県
共
同

募
金
会
を
通
し
、
地
域
福
祉
の
向
上

を
目
的
と
し
て
地
域
に
配
分
さ
れ
ま

す
。

　
下
北
山
村
社
会
福
祉
協
議
会
で
は

村
内
の
生
活
困
窮
世
帯
へ
の
慰
問
金

や
、
い
こ
い
の
郷
夏
祭
り
イ
ベ
ン
ト
・

環
境
美
化
事
業
・
防
犯
啓
発
活
動
等

へ
の
支
援
金
と
し
て
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

令
和
元
年
度
赤
い
羽
根
共
同
募
金
額

個
別
募
金
　
　
　
　
　
４
０
１
件

総
　
　
額
　
１
３
７
，
４
３
２
円

　
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　
　
　
下
北
山
村
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
下
北
山
村
共
同
募
金
会

　
令
和
２
年
２
月
１
日
よ
り
ガ
ソ
リ

ン
の
容
器
へ
の
詰
め
替
え
販
売
を
行

う
際
に
、
顧
客
の
本
人
確
認
、
使
用

目
的
の
確
認
及
び
販
売
記
録
の
作
成

を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

【
購
入
時
及
び
取
り
扱
い
の
注
意
事
項
】

①
身
分
証
の
提
示
を
求
め
ら
れ
ま
す

②
使
用
目
的
を
尋
ね
ら
れ
ま
す

③
ガ
ソ
リ
ン
は
、
灯
油
用
ポ
リ
容
器

に
入
れ
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん

④
セ
ル
フ
ス
タ
ン
ド
等
に
お
い
て
も

ガ
ソ
リ
ン
の
詰
め
替
え
、
販
売
は

従
業
員
が
行
い
ま
す

　
ガ
ソ
リ
ン
は
揮
発
性
が
極
め
て
高

く
、
一
度
燃
え
る
と
爆
発
的
な
ス

ピ
ー
ド
で
広
が
る
非
常
に
危
険
な
も

の
で
す
。
今
後
と
も
ガ
ソ
リ
ン
の
取

り
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
て
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

吉
野
消
防
署
　
予
防
課

０
７
４
６
（
３
２
）
１
０
１
１

令
和
元
年
度

赤
い
羽
根
共
同
募
金
へ
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

ガ
ソ
リ
ン
を
携
行
缶
で

購
入
さ
れ
る
際
の

注
意
事
項
に
つ
い
て

◇国民年金加入の届出が必要です

　日本に住む20歳から60歳未満の方は、国民年金へ

の加入が法律で義務付けられています。会社を退職

される（された）ときは、厚生年金保険から国民年

金への変更の届出が必要です。

※勤務先を退職される（された）方に扶養されて

いた配偶者も、国民年金への変更の手続きが必要で

す。

※退職して会社員・公務員など厚生年金保険の被

保険者である配偶者に扶養される方は、配偶者の勤

務先への届出が必要です。

〇手続きに必要なもの

•印鑑

•年金手帳など基礎年金番号が分かる書類。もしく

は、マイナンバーカード（通知カードをご持参さ

れる場合は、合わせて本人確認書類が必要となり

ます。）

◇国民年金保険料の免除制度があります

　保険料を納めることが困難な場合、ご本人からの

申請によって保険料の全額または一部（４分の１、

半額、４分の３）が免除になる制度があります。

〇申請に必要なもの

・年金手帳など基礎年金番号が分かる書類。もし

くは、マイナンバーカード（通知カードをご持

参される場合は合わせて本人確認書類が必要と

なります。）

・雇用保険受給資格者証の写しや雇用保険被保険

者資格喪失確認通知書など、失業していること

を確認できる公的機関の証明の写し

・印鑑

　申請が遅れても最大２年１ヶ月前までの免除申請

をすることができます。ただし、申請が遅れると万

一の際に障害年金などを受け取れない場合や、退職

時の免除審査の特例が受けられない場合がありま

す。申請書は速やかに提出してください。

お問合せ

大和高田年金事務所　☎0745-22-3531

　　　　役場住民課　☎6-0001

～ 会社を退職される（された）方へ ～
国民年金への変更手続きが必要となります！

今月号の協力隊のつぶやきは
小野正晴と晴美が担当します。協力隊のつぶやき協力隊のつぶやき その81

小野：こんにちは、小野正晴＆晴美です。3月末で私た
ちの3年間の協力隊任期が終了します。瞬く間に過ぎて
いく日々でしたが、村民の皆様には色々なことを教え
ていただき、いつも支えてくだったおかげで、私たち
は下北山村の暮らしが大好きになりました。今後は、
現在営業中の寺垣内での宿に加え、鋭意建設中の薪カ
フェ営業を軸に、引き続き村で暮らしていきたいと思っ
ています。春のオープンを目指していた薪カフェは3月
末での完全完成は難しそうですが、何とか形になるよ
うに現在必死で頑張っています。
　3年間この村に身を置いてみて、村の「きなりの暮ら
し」に宿る逞しさや慎ましさ、地域の人々や自然との
繋がりは、いつの時代でも変わらない、揺るがない強
さであると実感しました。気候変動により頻発する自然災害や、不安定な社会情勢が深刻化する現代に
おいて、今後ますます「きなりの暮らし」の本質が見直されてくると思います。協力隊での活動をはじめ、
様々な経験をさせていただく中で、「自分たちの手を動かして生きる」という力が少しずつついてきた
おかげで、私たちには様々な未来が見えてきました。これからは、「きなりの暮らし」を引き継ぎつつ、
自分たちが目指す、人と自然に優しい暮らし方・働き方を宿や薪カフェの場でさらに具現化し、自分た
ちがこの村で活き活きと幸せに暮らすことを通して、村の魅力や可能性を表現・発信していけたらと思っ
ています。　　　
　という訳で、4月以降も私たちの村での暮らしは続きます。薪カフェがオープンした暁には、ぜひお
越しいただけたら嬉しいです。協力隊としての3年間、お世話になり本当にありがとうございました。
今後とも、どうぞよろしくお願いいたします。

　はじめまして。大阪府豊中市から地域おこし協力隊員として来ました、

岡と申します。私はいくつかの村を訪れた末に下北山村に移住する事を直

感で選びました。「川や山に囲まれた、美しいこの村で生活してみたい」

というこの直感こそが、今は最高の決断だったと思っています。

　趣味はカレー作りです。大阪でも短期間でしたが、カレー屋をやってい

ました。今後は村で収穫出来る野菜を使って、色んなカレーを皆さんに食

べて貰いたいと思っています。

　これから3年間、どうぞ宜しくお願い致します。

新協力隊員紹介　岡　弘明 隊員
おか ひろ あき
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春
が
近
づ
く
と
人
間
だ
け
で
は
な

く
、
花
や
緑
も
そ
わ
そ
わ
し
て
い
る
よ

う
に
思
い
ま
す
。
今
年
も
寒
い
冬
を
乗

り
切
り
ま
し
た
！
さ
ぁ
、
暖
か
く
な
っ

て
き
た
の
で
何
か
新
し
い
こ
と
を
始
め

て
み
ま
せ
ん
か
？

◎
減
塩
＆
美
肌
教
室

〜
減
塩
の
謎
、
徹
底
解
明
！
〜

　
食
事
に
は
気
を
付
け
て
い
る
の
に
塩

分
量
が
多
い
と
言
わ
れ
た
…
血
圧
が
高

い
…
そ
の
原
因
を
つ
い
に
解
明
！
当
日

は
調
理
実
習
の
他
に
、
味
覚
検
査
や
肌

年
齢
の
測
定
も
実
施
し
ま
す
。
総
合
健

診
前
に
一
度
、
食
生
活
を
見
直
し
て
み

ま
せ
ん
か
？

【
日
時
】
３
月
11
日
（
水
）

　
　

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
１
時

【
場
所
】
下
北
山
村
保
健
セ
ン
タ
ー

【
対
象
】
村
内
在
住
の
方

【
参
加
費
】
無
料

【
お
申
込
み
】※
要
参
加
申
し
込
み

◎「
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
相
談
会
」

こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す

こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す

【
各
種
お
申
込
み
】

　
保
健
セ
ン
タ
ー
　
☎
６－

０
０
１
５

　
相
談
内
容
は
ど
ん
な
些
細
な
こ
と
で

も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
相
談
員
に
は
、
心

の
専
門
家
で
あ
る
臨
床
心
理
士
が
対
応

い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
お
話
い
た
だ
い

た
内
容
は
秘
密
厳
守
さ
れ
ま
す
。

【
相
談
員
】
臨
床
心
理
士
２
名

【
日
時
】
３
月
28
日
（
土
）

　
　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

【
場
所
】
下
北
山
村
保
健
セ
ン
タ
ー

◎
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク

　
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
２

本
の
ポ
ー
ル
（
ス
ト
ッ
ク
）
を
使
っ
て

歩
く
こ
と
で
、
足
へ
の
負
担
を
減
ら
し

て
長
く
歩
け
ま
す
。
性
別
を
問
わ
ず
に

楽
し
め
、ダ
イ
エ
ッ
ト
に
効
果
的
で
す
。

き
れ
い
な
桜
を
見
な
が
ら
一
緒
に
歩
き

ま
せ
ん
か
？

【
日
時
】
4
月
7
日
（
火
）

　
　

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

【
場
所
】
ス
ポ
ー
ツ
公
園
入
口

【
対
象
】
村
内
在
住
の
方

【
参
加
費
】
無
料

【
お
申
込
み
】※
送
迎
要
事
前
申
込
み

◎
総
合
健
診
の
お
知
ら
せ

　
総
合
健
診
の
申
込
み
は
も
う
お
済
で

す
か
？「
健
診
で
が
ん
だ
と
わ
か
っ
た
。

早
期
発
見
で
き
て
よ
か
っ
た
」
こ
う

い
っ
た
お
声
を
村
の
中
で
も
よ
く
耳
に

し
ま
す
。

　
健
診
は
1
年
に
1
回
、
ご
自
身
の
健

康
に
つ
い
て
考
え
る
良
い
機
会
で
す
の

で
、
ぜ
ひ
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
今
月
の
広
報
に
申
込
み
用
紙（
黄
色
）

を
折
り
込
ん
で
い
ま
す
の
で
、
申
込
み

用
紙
に
記
入
の
上
郵
送
し
て
頂
く
か
、

お
電
話
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
健
診
日
時
】
5
月
24
日
（
日
）

　
　
　
　

5
月
25
日
（
月
）

※
25
日
（
月
）
は
午
前
7
時
よ
り

　
早
朝
健
診
を
実
施
。

【
場
所
】
下
北
山
村
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　

※
送
迎
あ
り

　２
月
３
日
（
月
）、
下
北
山
村
保

育
所
で
節
分
の
豆
ま
き
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　園
児
た
ち
は
、
年
長
さ
ん
の
か
わ

い
ら
し
い
鬼
に
大
は
し
ゃ
ぎ
し
て
い

ま
し
た
が
、
青
鬼
の
登
場
に
大
泣
き

す
る
子
も
い
ま
し
た
。

　勇
気
を
出
し
て
「
鬼
は
外
！
福
は

内
！
」
と
言
い
な
が
ら
青
鬼
と
子
ど

も
た
ち
の
中
に
い
る
「
泣
き
虫
鬼
」

や
「
い
じ
わ
る
鬼
」
を
退
治
し
た
後
、

歳
の
数
だ
け
豆
を
食
べ
、
今
年
一
年

の
健
康
を
願
い
ま
し
た
。

節
分

豆
ま
き

※

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
等
の
感
染
拡
大

予
防
に
よ
り
、
や
む
を
え
ず
イ
ベ
ン
ト

を
中
止
・
延
期
す
る
事
が
あ
り
ま
す
の

で
、
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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第
６
回
：
認
知
症
に
つ
い
て

〜
記
憶
力
よ
り
も
大
事
な
事
と
は
？
？
？
〜

　今
年
早
々
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
話
題
が
世
間
を
騒
が
せ
て
い
ま

す
。
診
療
所
で
は
、
多
方
面
か
ら
情
報

を
集
め
つ
つ
、
常
に
動
向
を
監
視
し
て

お
り
ま
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
様

に
手
洗
い
、マ
ス
ク
着
用
を
行
う
よ
う
、

引
き
続
き
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　さ
て
、
今
回
は
、「
認
知
症
」
に
つ

い
て
お
話
を
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。
昨

今
、
認
知
症
高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー
の
自

動
車
事
故
が
盛
ん
に
取
り
上
げ
ら
れ
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、「
自
分
は
認
知
症

か
も
？
」
と
不
安
に
思
っ
て
い
る
方
も

多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
今
回

は
、①

認
知
症
と
は
？

②
ど
の
よ
う
な
症
状
が
出
る
の
？

③
気
を
付
け
る
べ
き
こ
と
は
？

④
認
知
症
の
方
の
免
許
更
新
問
題

の
４
本
立
て
で
お
話
し
ま
す
。

診療所から
こんにちは
診療所から
こんにちは
診療所から
こんにちは

①
認
知
症
と
は
？

　認
知
症
と
は
、
様
々
な
原
因
に
よ
っ

て
進
行
す
る
物
忘
れ
が
生
じ
、
日
常
生

活
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
を
指
し
ま

す
。つ
ま
り「
進
行
し
て
い
る
こ
と
」「
そ

れ
に
よ
っ
て
生
活
が
困
る
こ
と
」
の
両

方
が
あ
る
と
認
知
症
と
判
断
さ
れ
ま

す
。
加
齢
に
よ
る
物
忘
れ
は
、
あ
ま
り

進
行
せ
ず
、
生
活
に
支
障
が
出
る
ほ
ど

の
症
状
が
出
な
い
の
で
、
区
別
で
き
ま

す
。　認

知
症
は
、
そ
の
原
因
に
よ
っ
て
、

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
や
脳
血
管
性
、
そ

の
他
さ
ま
ざ
ま
な
分
類
に
分
け
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
認
知
症
だ
と
思
っ
て
い
た

ら
、実
は
ホ
ル
モ
ン
の
病
気
だ
っ
た
り
、

治
療
可
能
な
別
の
病
気
で
あ
る
こ
と
も

時
折
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
血
液
検

査
や
画
像
検
査
を
受
け
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

②
ど
の
よ
う
な
症
状
が
出
る
の
？

　認
知
症
の
症
状
は
、
中
核
症
状
と
周

辺
症
状
の
２
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

　中
核
症
状
と
は
、
判
断
力
の
低
下
、

物
忘
れ
、日
時
や
場
所
が
分
か
ら
な
い
、

物
の
使
い
方
が
分
か
ら
な
い
、
等
の
症

状
の
こ
と
で
す
。
実
は
、
中
核
症
状
は
、

物
の
使
い
方
が
分
か
ら
な
く
な
る
ま
で

は
そ
こ
ま
で
生
活
に
困
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　一
方
で
、
周
辺
症
状
と
は
、
幻
覚
、

妄
想
、
暴
力
、
暴
言
、
徘
徊
、
う
つ
、

興
味
が
無
く
な
る
、
出
不
精
に
な
る
、

な
ど
の
症
状
の
こ
と
で
す
。
こ
の
周
辺

症
状
は
、
中
核
症
状
に
「
不
安
感
」
が

重
な
る
と
生
じ
る
こ
と
が
多
く
、
さ
ら

に
周
辺
症
状
が
出
る
と
生
活
に
困
る
よ

う
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

③
気
を
付
け
る
べ
き
こ
と
は
？

　認
知
症
に
な
っ
て
も
、
元
気
に
村
で

生
活
を
行
う
に
は
、
こ
の
不
安
感
を
取

り
除
く
、
ま
た
は
不
安
を
感
じ
な
い
よ

う
に
工
夫
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
薬
で
あ
る
程
度
改
善
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
最
終
的
に
は
ご
家
族

や
身
近
な
方
々
の
ご
協
力
が
必
要
に

な
っ
て
き
ま
す
。
認
知
症
の
方
は
忘
れ

た
こ
と
も
忘
れ
て
い
る
の
で
、「
言
っ

た
、
言
っ
て
い
な
い
」
や
、「
や
っ
た
、

や
っ
て
い
な
い
」
と
い
っ
た
押
し
問
答

を
し
て
し
ま
う
事
も
多
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。こ
れ
ら
も
、周
囲
の
方
々

が
、
本
人
の
話
を
聞
き
つ
つ
、
怒
っ
た

り
、
非
難
す
る
こ
と
な
く
上
手
に
接
す

る
こ
と
で
、
不
安
感
を
与
え
る
こ
と
な

く
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　し
か
し
、
そ
う
は
い
っ
て
も
一
朝
一

夕
で
上
手
く
対
応
す
る
こ
と
は
難
し
い

と
思
い
ま
す
。
そ
の
際
に
は
、
診
療
所

に
相
談
に
来
て
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で

す
。
で
き
る
だ
け
本
人
に
負
担
を
か
け

ず
、
周
囲
の
方
々
に
も
負
担
に
な
ら
な

い
接
し
方
や
工
夫
を
話
し
合
い
し
つ

つ
、
一
緒
に
認
知
症
に
つ
い
て
考
え
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

④
認
知
症
の
方
の
免
許
更
新
問
題

　さ
て
、
こ
こ
か
ら
は
村
民
全
員
で
考

え
て
も
ら
い
た
い
、
未
解
決
の
問
題
に

つ
い
て
で
す
。
２
０
１
７
年
の
改
正
道

路
交
通
法
に
よ
り
、
免
許
更
新
が
満
了

す
る
日
が
75
歳
以
上
の
高
齢
者
は
、
高

齢
者
講
習
の
前
に
認
知
症
検
査
を
受
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ

の
検
査
に
引
っ
掛
か
る
方
は
、
医
師
の

診
断
書
が
な
け
れ
ば
運
転
免
許
証
が
取

り
消
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
医
師
が
認
知

症
と
診
断
し
た
際
は
、
免
許
を
自
主
返

納
す
る
よ
う
に
勧
め
、
自
主
返
納
を
拒

ん
だ
場
合
に
は
、
認
知
症
の
診
断
書
を

作
成
し
、
任
意
で
す
が
公
安
委
員
会
に

提
出
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は

最
悪
、
本
人
の
同
意
が
な
く
て
も
、
家

族
が
同
意
す
れ
ば
提
出
出
来
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
つ
ま
り
本
人
に
は
、
自
主

返
納
か
、
更
新
期
限
が
来
て
免
許
取
り

消
し
か
の
２
択
に
な
る
の
で
す
。

　正
直
な
と
こ
ろ
、
こ
の
問
題
は
自
分

の
力
だ
け
で
は
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き

ず
、
忸
怩
た
る
思
い
で
す
。
免
許
を
返

納
し
て
し
ま
う
と
、
ご
高
齢
の
方
々
の

生
活
が
不
自
由
に
な
る
可
能
性
が
高

ま
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
自
主
返
納
の
優

待
と
い
っ
て
も
、
村
内
で
受
け
ら
れ
る

サ
ー
ビ
ス
は
皆
無
で
す
。
ご
高
齢
の

方
々
が
多
い
当
村
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、

免
許
を
返
納
し
て
か
ら
も
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

下
北
山
村
診
療
所

　田
口 

浩
之



　
春
が
近
づ
く
と
人
間
だ
け
で
は
な

く
、
花
や
緑
も
そ
わ
そ
わ
し
て
い
る
よ

う
に
思
い
ま
す
。
今
年
も
寒
い
冬
を
乗

り
切
り
ま
し
た
！
さ
ぁ
、
暖
か
く
な
っ

て
き
た
の
で
何
か
新
し
い
こ
と
を
始
め

て
み
ま
せ
ん
か
？

◎
減
塩
＆
美
肌
教
室

〜
減
塩
の
謎
、
徹
底
解
明
！
〜

　
食
事
に
は
気
を
付
け
て
い
る
の
に
塩

分
量
が
多
い
と
言
わ
れ
た
…
血
圧
が
高

い
…
そ
の
原
因
を
つ
い
に
解
明
！
当
日

は
調
理
実
習
の
他
に
、
味
覚
検
査
や
肌

年
齢
の
測
定
も
実
施
し
ま
す
。
総
合
健

診
前
に
一
度
、
食
生
活
を
見
直
し
て
み

ま
せ
ん
か
？

【
日
時
】
３
月
11
日
（
水
）

　
　

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
１
時

【
場
所
】
下
北
山
村
保
健
セ
ン
タ
ー

【
対
象
】
村
内
在
住
の
方

【
参
加
費
】
無
料

【
お
申
込
み
】※
要
参
加
申
し
込
み

◎「
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
相
談
会
」

こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す

こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す

【
各
種
お
申
込
み
】

　
保
健
セ
ン
タ
ー
　
☎
６－

０
０
１
５

　
相
談
内
容
は
ど
ん
な
些
細
な
こ
と
で

も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
相
談
員
に
は
、
心

の
専
門
家
で
あ
る
臨
床
心
理
士
が
対
応

い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
お
話
い
た
だ
い

た
内
容
は
秘
密
厳
守
さ
れ
ま
す
。

【
相
談
員
】
臨
床
心
理
士
２
名

【
日
時
】
３
月
28
日
（
土
）

　
　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

【
場
所
】
下
北
山
村
保
健
セ
ン
タ
ー

◎
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク

　
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
２

本
の
ポ
ー
ル
（
ス
ト
ッ
ク
）
を
使
っ
て

歩
く
こ
と
で
、
足
へ
の
負
担
を
減
ら
し

て
長
く
歩
け
ま
す
。
性
別
を
問
わ
ず
に

楽
し
め
、ダ
イ
エ
ッ
ト
に
効
果
的
で
す
。

き
れ
い
な
桜
を
見
な
が
ら
一
緒
に
歩
き

ま
せ
ん
か
？

【
日
時
】
4
月
7
日
（
火
）

　
　

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

【
場
所
】
ス
ポ
ー
ツ
公
園
入
口

【
対
象
】
村
内
在
住
の
方

【
参
加
費
】
無
料

【
お
申
込
み
】※
送
迎
要
事
前
申
込
み

◎
総
合
健
診
の
お
知
ら
せ

　
総
合
健
診
の
申
込
み
は
も
う
お
済
で

す
か
？「
健
診
で
が
ん
だ
と
わ
か
っ
た
。

早
期
発
見
で
き
て
よ
か
っ
た
」
こ
う

い
っ
た
お
声
を
村
の
中
で
も
よ
く
耳
に

し
ま
す
。

　
健
診
は
1
年
に
1
回
、
ご
自
身
の
健

康
に
つ
い
て
考
え
る
良
い
機
会
で
す
の

で
、
ぜ
ひ
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
今
月
の
広
報
に
申
込
み
用
紙（
黄
色
）

を
折
り
込
ん
で
い
ま
す
の
で
、
申
込
み

用
紙
に
記
入
の
上
郵
送
し
て
頂
く
か
、

お
電
話
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
健
診
日
時
】
5
月
24
日
（
日
）

　
　
　
　

5
月
25
日
（
月
）

※
25
日
（
月
）
は
午
前
7
時
よ
り

　
早
朝
健
診
を
実
施
。

【
場
所
】
下
北
山
村
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　

※
送
迎
あ
り

　２
月
３
日
（
月
）、
下
北
山
村
保

育
所
で
節
分
の
豆
ま
き
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　園
児
た
ち
は
、
年
長
さ
ん
の
か
わ

い
ら
し
い
鬼
に
大
は
し
ゃ
ぎ
し
て
い

ま
し
た
が
、
青
鬼
の
登
場
に
大
泣
き

す
る
子
も
い
ま
し
た
。

　勇
気
を
出
し
て
「
鬼
は
外
！
福
は

内
！
」
と
言
い
な
が
ら
青
鬼
と
子
ど

も
た
ち
の
中
に
い
る
「
泣
き
虫
鬼
」

や
「
い
じ
わ
る
鬼
」
を
退
治
し
た
後
、

歳
の
数
だ
け
豆
を
食
べ
、
今
年
一
年

の
健
康
を
願
い
ま
し
た
。

節
分

豆
ま
き

※

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
等
の
感
染
拡
大

予
防
に
よ
り
、
や
む
を
え
ず
イ
ベ
ン
ト

を
中
止
・
延
期
す
る
事
が
あ
り
ま
す
の

で
、
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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第
６
回
：
認
知
症
に
つ
い
て

〜
記
憶
力
よ
り
も
大
事
な
事
と
は
？
？
？
〜

　今
年
早
々
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
話
題
が
世
間
を
騒
が
せ
て
い
ま

す
。
診
療
所
で
は
、
多
方
面
か
ら
情
報

を
集
め
つ
つ
、
常
に
動
向
を
監
視
し
て

お
り
ま
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
様

に
手
洗
い
、マ
ス
ク
着
用
を
行
う
よ
う
、

引
き
続
き
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　さ
て
、
今
回
は
、「
認
知
症
」
に
つ

い
て
お
話
を
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。
昨

今
、
認
知
症
高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー
の
自

動
車
事
故
が
盛
ん
に
取
り
上
げ
ら
れ
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、「
自
分
は
認
知
症

か
も
？
」
と
不
安
に
思
っ
て
い
る
方
も

多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
今
回

は
、①

認
知
症
と
は
？

②
ど
の
よ
う
な
症
状
が
出
る
の
？

③
気
を
付
け
る
べ
き
こ
と
は
？

④
認
知
症
の
方
の
免
許
更
新
問
題

の
４
本
立
て
で
お
話
し
ま
す
。

診療所から
こんにちは
診療所から
こんにちは
診療所から
こんにちは

①
認
知
症
と
は
？

　認
知
症
と
は
、
様
々
な
原
因
に
よ
っ

て
進
行
す
る
物
忘
れ
が
生
じ
、
日
常
生

活
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
を
指
し
ま

す
。つ
ま
り「
進
行
し
て
い
る
こ
と
」「
そ

れ
に
よ
っ
て
生
活
が
困
る
こ
と
」
の
両

方
が
あ
る
と
認
知
症
と
判
断
さ
れ
ま

す
。
加
齢
に
よ
る
物
忘
れ
は
、
あ
ま
り

進
行
せ
ず
、
生
活
に
支
障
が
出
る
ほ
ど

の
症
状
が
出
な
い
の
で
、
区
別
で
き
ま

す
。　認

知
症
は
、
そ
の
原
因
に
よ
っ
て
、

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
や
脳
血
管
性
、
そ

の
他
さ
ま
ざ
ま
な
分
類
に
分
け
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
認
知
症
だ
と
思
っ
て
い
た

ら
、実
は
ホ
ル
モ
ン
の
病
気
だ
っ
た
り
、

治
療
可
能
な
別
の
病
気
で
あ
る
こ
と
も

時
折
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
血
液
検

査
や
画
像
検
査
を
受
け
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

②
ど
の
よ
う
な
症
状
が
出
る
の
？

　認
知
症
の
症
状
は
、
中
核
症
状
と
周

辺
症
状
の
２
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

　中
核
症
状
と
は
、
判
断
力
の
低
下
、

物
忘
れ
、日
時
や
場
所
が
分
か
ら
な
い
、

物
の
使
い
方
が
分
か
ら
な
い
、
等
の
症

状
の
こ
と
で
す
。
実
は
、
中
核
症
状
は
、

物
の
使
い
方
が
分
か
ら
な
く
な
る
ま
で

は
そ
こ
ま
で
生
活
に
困
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　一
方
で
、
周
辺
症
状
と
は
、
幻
覚
、

妄
想
、
暴
力
、
暴
言
、
徘
徊
、
う
つ
、

興
味
が
無
く
な
る
、
出
不
精
に
な
る
、

な
ど
の
症
状
の
こ
と
で
す
。
こ
の
周
辺

症
状
は
、
中
核
症
状
に
「
不
安
感
」
が

重
な
る
と
生
じ
る
こ
と
が
多
く
、
さ
ら

に
周
辺
症
状
が
出
る
と
生
活
に
困
る
よ

う
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

③
気
を
付
け
る
べ
き
こ
と
は
？

　認
知
症
に
な
っ
て
も
、
元
気
に
村
で

生
活
を
行
う
に
は
、
こ
の
不
安
感
を
取

り
除
く
、
ま
た
は
不
安
を
感
じ
な
い
よ

う
に
工
夫
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
薬
で
あ
る
程
度
改
善
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
最
終
的
に
は
ご
家
族

や
身
近
な
方
々
の
ご
協
力
が
必
要
に

な
っ
て
き
ま
す
。
認
知
症
の
方
は
忘
れ

た
こ
と
も
忘
れ
て
い
る
の
で
、「
言
っ

た
、
言
っ
て
い
な
い
」
や
、「
や
っ
た
、

や
っ
て
い
な
い
」
と
い
っ
た
押
し
問
答

を
し
て
し
ま
う
事
も
多
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。こ
れ
ら
も
、周
囲
の
方
々

が
、
本
人
の
話
を
聞
き
つ
つ
、
怒
っ
た

り
、
非
難
す
る
こ
と
な
く
上
手
に
接
す

る
こ
と
で
、
不
安
感
を
与
え
る
こ
と
な

く
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　し
か
し
、
そ
う
は
い
っ
て
も
一
朝
一

夕
で
上
手
く
対
応
す
る
こ
と
は
難
し
い

と
思
い
ま
す
。
そ
の
際
に
は
、
診
療
所

に
相
談
に
来
て
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で

す
。
で
き
る
だ
け
本
人
に
負
担
を
か
け

ず
、
周
囲
の
方
々
に
も
負
担
に
な
ら
な

い
接
し
方
や
工
夫
を
話
し
合
い
し
つ

つ
、
一
緒
に
認
知
症
に
つ
い
て
考
え
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

④
認
知
症
の
方
の
免
許
更
新
問
題

　さ
て
、
こ
こ
か
ら
は
村
民
全
員
で
考

え
て
も
ら
い
た
い
、
未
解
決
の
問
題
に

つ
い
て
で
す
。
２
０
１
７
年
の
改
正
道

路
交
通
法
に
よ
り
、
免
許
更
新
が
満
了

す
る
日
が
75
歳
以
上
の
高
齢
者
は
、
高

齢
者
講
習
の
前
に
認
知
症
検
査
を
受
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ

の
検
査
に
引
っ
掛
か
る
方
は
、
医
師
の

診
断
書
が
な
け
れ
ば
運
転
免
許
証
が
取

り
消
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
医
師
が
認
知

症
と
診
断
し
た
際
は
、
免
許
を
自
主
返

納
す
る
よ
う
に
勧
め
、
自
主
返
納
を
拒

ん
だ
場
合
に
は
、
認
知
症
の
診
断
書
を

作
成
し
、
任
意
で
す
が
公
安
委
員
会
に

提
出
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は

最
悪
、
本
人
の
同
意
が
な
く
て
も
、
家

族
が
同
意
す
れ
ば
提
出
出
来
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
つ
ま
り
本
人
に
は
、
自
主

返
納
か
、
更
新
期
限
が
来
て
免
許
取
り

消
し
か
の
２
択
に
な
る
の
で
す
。

　正
直
な
と
こ
ろ
、
こ
の
問
題
は
自
分

の
力
だ
け
で
は
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き

ず
、
忸
怩
た
る
思
い
で
す
。
免
許
を
返

納
し
て
し
ま
う
と
、
ご
高
齢
の
方
々
の

生
活
が
不
自
由
に
な
る
可
能
性
が
高

ま
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
自
主
返
納
の
優

待
と
い
っ
て
も
、
村
内
で
受
け
ら
れ
る

サ
ー
ビ
ス
は
皆
無
で
す
。
ご
高
齢
の

方
々
が
多
い
当
村
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、

免
許
を
返
納
し
て
か
ら
も
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

下
北
山
村
診
療
所

　田
口 

浩
之
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古
物
営
業
者
の
み
な
さ
ん
へ

重
要
な
お
知
ら
せ

　
令
和
２
年
４
月
１
日
に
「
古
物
営
業

法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
が
全
面

施
行
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
法
律
に
よ
り
、
現
在
古
物
営
業

の
許
可
を
取
得
さ
れ
て
い
る
方（
個
人
、

法
人
、営
業
所
の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
）

が
４
月
１
日
以
降
に
引
き
続
い
て
古
物

営
業
を
行
う
場
合
に
は
「
主
た
る
営
業

所
を
管
轄
す
る
警
察
署
」に
対
し
て「
主

た
る
営
業
所
等
届
出
書
」
を
提
出
す
る

義
務
が
生
じ
ま
す
。

　
こ
の
義
務
に
反
し
て
届
け
出
を
行
わ

な
い
で
古
物
営
業
を
営
む
と
「
無
許
可

営
業
」
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
古
物
営
業
法
施
行
規
則
も
改

正
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
古
物
営
業
者

の
み
な
さ
ん
は
改
正
内
容
を
確
認
し
て

適
正
な
営
業
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

駐在さん通信駐在さん通信

　
な
お
、
詳
し
い
こ
と
を
知
り
た
い
方

は
駐
在
所
も
し
く
は
吉
野
警
察
署
生
活

安
全
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

小
学
校
で
不
審
者
確
保（
訓
練
）

　
去
る
２
月
13
日
、
下
北
山
小
学
校
に

全
身
黒
づ
く
め
の
不
審
者
が
侵
入
し
ま

し
た
が
、
先
生
方
が
力
を
合
わ
せ
て
不

審
者
を
追
い
詰
め
、
先
生
方
だ
け
で
無

事
捕
ま
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
と
言
い
ま
し
て
も
、
実
は
こ
れ
は
訓

練
と
し
て
行
っ
た
も
の
で
本
物
の
不
審

者
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
み
ん

な
が
真
剣
に
訓
練
に
取
り
組
み
、
特
に

児
童
の
避
難
は
不
審
者
に
気
づ
か
れ
な

い
よ
う
に
静
か
に
か
つ
迅
速
に
行
わ

れ
、
日
ご
ろ
の
先
生
方

の
ご
指
導
の
賜
物
と
感

心
し
ま
し
た
。

　
普
段
は
平
穏
な
下
北

山
村
で
す
が
、
本
物
の

不
審
者
が
や
っ
て
来
な

い
と
い
う
保
証
は
ど
こ

に
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
訓
練
の
成
果
を

生
か
せ
る
よ
う
な
事
件

が
起
こ
ら
な
い
こ
と
が

一
番
な
の
で
す
が
、
も

し
そ
ん
な
事
件
が
起
き

た
場
合
で
も
、
心
配
す

る
必
要
は
な
い
と
安
心

で
き
る
防
犯
訓
練
と
な

り
ま
し
た
。

暖
冬
で
す
が
・
・
・

　
今
年
は
暖
冬
で
、
ほ
と
ん
ど
雪
が
舞

う
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
け
れ
ど
、
昨
年
の
年
末
も
今
年
の
１

月
も
２
月
も
国
道
１
６
９
号
の
新
伯
母

峯
ト
ン
ネ
ル
辺
り
で
は
積
雪
・
凍
結
に

よ
る
交
通
事
故
や
立
ち
往
生
が
発
生
し

て
い
ま
す
。

　
ト
ン
ネ
ル
の
入
り
口
と
出
口
で
道
路

事
情
が
全
く
違
う
と
い
う
こ
と
や
、
橋

の
上
だ
け
が
凍
結
し
て
い
る
こ
と
を
頭

に
入
れ
て
、
外
気
温
に
気
を
配
り
な
が

ら
、
気
温
が
低
い
と
き
は
ス
ピ
ー
ド
を

控
え
て
安
全
運
転
に
努
め
て
く
だ
さ

い
。

み
ん
な
で

何
を
し
て

い
る
の
か
な
？

災
害
の
時

こ
そ
、

赤
ち
ゃ
ん
や

高
齢
者
、

車
い
す
の
人
や

耳
や
目
に

障
が
い
の
あ
る
人

外
国
の
人…

み
ん
な
の
こ
と

を
考
え
な
く

っ
ち
ゃ

さ
い

あ
か

こ
う

み
み

め

く
る
ま

し
ょ
う

ひ
と

ひ
と

れ
い

が
い

か
ん
が

こ
く

ひ
と

し
ゃ

が
い

と
き

な
に大

雨
の
時

避
難
す
る

道
を
調
べ
て

い
る
ん
だ

お
お

み
ち

し
ら

あ
め

ひ
な
ん

と
き

全
て
の
人
が

ち
ゃ
ん
と
避
難

で
き
る
よ
う
に

す
る
ん
だ
！

す
べ声

を
か
け

あ
っ
て
、

早
め
の
行
動

が
大
切
だ
ね

こ
え

は
や

こ
う
ど
う

た
い
せ
つ

ひ
な
ん

ひ
と

み
ん
な
で

安
心
し
て
く
ら

せ
る
ま
ち
に

し
た
い
ね

あ
ん
し
ん

〇
職
員
に
よ
る
対
応

０
７
４
２‐

２
２‐

２
５
５
５

平
日
日
中
８
時
30
分
～
17
時
15
分

〇
自
動
音
声
に
よ
る
気
象
情
報

０
７
４
２‐

２
７‐

７
３
２
９

終
日
利
用
可
能

（
夜
間
・
休
日
含
む
24
時
間
）

自
動
音
声
に
よ
る
気
象
情
報
の
利
用

方
法
は
以
下
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

〇
利
用
方
法

　左
記
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

h
ttp

s:/
/
w
w
w
.jm

a
-n
et.g

o
.

jp
/
n
a
ra

/
in
fo
/
p
d
f_files/

jid
o
.p
d
f

令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら

奈
良
地
方
気
象
台
の

電
話
窓
口
が
変
わ
り
ま
す
。

奈良県労働委員会委員による
労働相談会を毎月実施します
日時：原則として毎月第２木曜日15時～ 16時

※４月は９日に実施します。５月以降の開催日

程は、３月中旬に頃に公表予定です。

場所：奈良県奈良総合庁舎２階会議室

（奈良市法蓮町７５７）

概要：経験豊富な奈良県労働委員会の委員が、公正・

中立な立場で、解雇や賃金問題、パワハラなど

労働に関するトラブルの相談（募集や採用の相

談は除く）に応じます。

※公益委員（弁護士等）、労働者委員（労働組

合役員）、使用者委員（企業役員等）が三者一

組となって相談に応じます。

県内在住または在勤の労働者と、県内に事業所

のある事業主が対象で、一人30分程度です。

費用：無料

申込み：前日の16時30分までに要予約

詳細は下記へお問合せください。

奈良県労働委員会事務局

電　話 ０７４２-２０-４４３１

ＦＡＸ ０７４２-２３-３５３０

Ｈ　Ｐ www.pref.nara.jp/1704.htm
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古
物
営
業
者
の
み
な
さ
ん
へ

重
要
な
お
知
ら
せ

　
令
和
２
年
４
月
１
日
に
「
古
物
営
業

法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
が
全
面

施
行
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
法
律
に
よ
り
、
現
在
古
物
営
業

の
許
可
を
取
得
さ
れ
て
い
る
方（
個
人
、

法
人
、営
業
所
の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
）

が
４
月
１
日
以
降
に
引
き
続
い
て
古
物

営
業
を
行
う
場
合
に
は
「
主
た
る
営
業

所
を
管
轄
す
る
警
察
署
」に
対
し
て「
主

た
る
営
業
所
等
届
出
書
」
を
提
出
す
る

義
務
が
生
じ
ま
す
。

　
こ
の
義
務
に
反
し
て
届
け
出
を
行
わ

な
い
で
古
物
営
業
を
営
む
と
「
無
許
可

営
業
」
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
古
物
営
業
法
施
行
規
則
も
改

正
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
古
物
営
業
者

の
み
な
さ
ん
は
改
正
内
容
を
確
認
し
て

適
正
な
営
業
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

駐在さん通信駐在さん通信

　
な
お
、
詳
し
い
こ
と
を
知
り
た
い
方

は
駐
在
所
も
し
く
は
吉
野
警
察
署
生
活

安
全
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

小
学
校
で
不
審
者
確
保（
訓
練
）

　
去
る
２
月
13
日
、
下
北
山
小
学
校
に

全
身
黒
づ
く
め
の
不
審
者
が
侵
入
し
ま

し
た
が
、
先
生
方
が
力
を
合
わ
せ
て
不

審
者
を
追
い
詰
め
、
先
生
方
だ
け
で
無

事
捕
ま
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
と
言
い
ま
し
て
も
、
実
は
こ
れ
は
訓

練
と
し
て
行
っ
た
も
の
で
本
物
の
不
審

者
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
み
ん

な
が
真
剣
に
訓
練
に
取
り
組
み
、
特
に

児
童
の
避
難
は
不
審
者
に
気
づ
か
れ
な

い
よ
う
に
静
か
に
か
つ
迅
速
に
行
わ

れ
、
日
ご
ろ
の
先
生
方

の
ご
指
導
の
賜
物
と
感

心
し
ま
し
た
。

　
普
段
は
平
穏
な
下
北

山
村
で
す
が
、
本
物
の

不
審
者
が
や
っ
て
来
な

い
と
い
う
保
証
は
ど
こ

に
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
訓
練
の
成
果
を

生
か
せ
る
よ
う
な
事
件

が
起
こ
ら
な
い
こ
と
が

一
番
な
の
で
す
が
、
も

し
そ
ん
な
事
件
が
起
き

た
場
合
で
も
、
心
配
す

る
必
要
は
な
い
と
安
心

で
き
る
防
犯
訓
練
と
な

り
ま
し
た
。

暖
冬
で
す
が
・
・
・

　
今
年
は
暖
冬
で
、
ほ
と
ん
ど
雪
が
舞

う
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
け
れ
ど
、
昨
年
の
年
末
も
今
年
の
１

月
も
２
月
も
国
道
１
６
９
号
の
新
伯
母

峯
ト
ン
ネ
ル
辺
り
で
は
積
雪
・
凍
結
に

よ
る
交
通
事
故
や
立
ち
往
生
が
発
生
し

て
い
ま
す
。

　
ト
ン
ネ
ル
の
入
り
口
と
出
口
で
道
路

事
情
が
全
く
違
う
と
い
う
こ
と
や
、
橋

の
上
だ
け
が
凍
結
し
て
い
る
こ
と
を
頭

に
入
れ
て
、
外
気
温
に
気
を
配
り
な
が

ら
、
気
温
が
低
い
と
き
は
ス
ピ
ー
ド
を

控
え
て
安
全
運
転
に
努
め
て
く
だ
さ

い
。

み
ん
な
で

何
を
し
て

い
る
の
か
な
？

災
害
の
時

こ
そ
、

赤
ち
ゃ
ん
や

高
齢
者
、

車
い
す
の
人
や

耳
や
目
に

障
が
い
の
あ
る
人

外
国
の
人…

み
ん
な
の
こ
と

を
考
え
な
く

っ
ち
ゃ

さ
い

あ
か

こ
う

み
み

め

く
る
ま

し
ょ
う

ひ
と

ひ
と

れ
い

が
い

か
ん
が

こ
く

ひ
と

し
ゃ

が
い

と
き

な
に大

雨
の
時

避
難
す
る

道
を
調
べ
て

い
る
ん
だ

お
お

み
ち

し
ら

あ
め

ひ
な
ん

と
き

全
て
の
人
が

ち
ゃ
ん
と
避
難

で
き
る
よ
う
に

す
る
ん
だ
！

す
べ声

を
か
け

あ
っ
て
、

早
め
の
行
動

が
大
切
だ
ね

こ
え

は
や

こ
う
ど
う

た
い
せ
つ

ひ
な
ん

ひ
と

み
ん
な
で

安
心
し
て
く
ら

せ
る
ま
ち
に

し
た
い
ね

あ
ん
し
ん

〇
職
員
に
よ
る
対
応

０
７
４
２‐

２
２‐

２
５
５
５

平
日
日
中
８
時
30
分
～
17
時
15
分

〇
自
動
音
声
に
よ
る
気
象
情
報

０
７
４
２‐

２
７‐

７
３
２
９

終
日
利
用
可
能

（
夜
間
・
休
日
含
む
24
時
間
）

自
動
音
声
に
よ
る
気
象
情
報
の
利
用

方
法
は
以
下
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

〇
利
用
方
法

　左
記
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

h
ttp

s:/
/
w
w
w
.jm

a
-n
et.g

o
.

jp
/
n
a
ra

/
in
fo
/
p
d
f_files/

jid
o
.p
d
f

令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら

奈
良
地
方
気
象
台
の

電
話
窓
口
が
変
わ
り
ま
す
。

奈良県労働委員会委員による
労働相談会を毎月実施します
日時：原則として毎月第２木曜日15時～ 16時

※４月は９日に実施します。５月以降の開催日

程は、３月中旬に頃に公表予定です。

場所：奈良県奈良総合庁舎２階会議室

（奈良市法蓮町７５７）

概要：経験豊富な奈良県労働委員会の委員が、公正・

中立な立場で、解雇や賃金問題、パワハラなど

労働に関するトラブルの相談（募集や採用の相

談は除く）に応じます。

※公益委員（弁護士等）、労働者委員（労働組

合役員）、使用者委員（企業役員等）が三者一

組となって相談に応じます。

県内在住または在勤の労働者と、県内に事業所

のある事業主が対象で、一人30分程度です。

費用：無料

申込み：前日の16時30分までに要予約

詳細は下記へお問合せください。

奈良県労働委員会事務局

電　話 ０７４２-２０-４４３１

ＦＡＸ ０７４２-２３-３５３０

Ｈ　Ｐ www.pref.nara.jp/1704.htm
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前年同月比
（－
（－
（－
（－

26）
13）
13）
14）

人　口
男
女
世帯数

884人
404人
480人
554戸

先月比
0）
1）
1）
1）

（±
（＋
（－
（＋

謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

大

　矢

　い
さ
子
さ
ん
（
下
池
原
）

二
月
十
三
日

逝
去

　

　享
年
九
十
二
才

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

シ
ル
バ
ー
募
金
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方

大
和
郡
山
市
（
１
月
22
日
）

野

　口

　博

　央

　さ
ん

下
桑
原
（
１
月
24
日
）

瀧
巖
寺
梅
花
講

　さ
ん

下
池
原
（
１
月
27
日
）

井

　谷

　伸

　一

　さ
ん

下
池
原
（
２
月
10
日
）

普
門
寺
梅
花
講

　さ
ん

寺
垣
内
（
１
月
22
日
）

正
法
寺
梅
花
講

　さ
ん

お
詫
び
と
訂
正

　２
月
号
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
、「
シ
ル
バ
ー
募
金
に
ご

協
力
い
た
だ
い
た
方
」
内
に
記
載
の
氏
名
に
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
の
で
、
訂
正
し
て
お
詫
び
致
し
ま
す
。

【
誤
】
木
谷

　ス
マ
子

　さ
ん

【
正
】
木
谷

　マ
ス
子

　さ
ん
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